
　
＊
遊
泳
時
間
＊

　
＊
利
用
上
の
注
意
＊

　
保
護
者
・
引
率
者
が
同
伴
す
る
こ
と

と
し
、
ケ
ガ
及
び
事
故
等
の
一
切
の
責

任
を
負
う
こ
と
。

　
＊
利
用
期
間
＊

　
７
月
１
８
日
～
８
月
３
１
日

　
午
前
１
０
時
～
午
後
４
時

写
真
は
、
慶
北
大
学
教
授
權
五
奎
(ご
ん
ご
き
ゅ
)団
長
以
下
交
流
会
メ
ン
バ
ー

（ 写 真 提 供 　 田 原 カ メ ラ ）

～
 児
童
書
 ～

～
 一
般
書
 ～

＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で

き ま す ＊

【 お 問 合 せ 】 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

須 木 分 館 の 旬 な 情

報 や 話 題 を お 届 け

し ま す 。

お す す め 本 の 紹 介

　
日
時
：
７
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
1
8
：
0
0
～
2
1
：
0
0

　
場
所
：
須
木
中
央
保
育
園

　
雨
天
時
　
保
育
園
ホ
ー
ル

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
の
品
物

も
沢
山
準
備
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！！

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
そ
の
場
所
の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
は
な

く
、
悪
臭
な
ど
に
よ
り
近
隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
棄
物
を
撤
去
し
た
り
、
そ
の
場
所
を
元
の
状
態
に
戻
す
の
に
も

多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
罰
則
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

・
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
、
１０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
こ
の
併
科
。

・
法
人
従
業
員
等
が
行
っ
た
場
合
、
法
人
に
対
し
て
最
高
３
億
円
の
罰
金
。

も
し
、
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
と
き
は
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
問
い
合
わ
せ
先
：
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課
　
４
８
－
３
１３
２
）

『 星 の こ ど も

　 カ ー ル ・ セ ー ガ ン 博 士

と 宇 宙 の ふ し ぎ 』

作 者 ・ ス テ フ ァ ニ ー ・

ロ ス ・ シ ソ ン

訳 者 ・ 山 崎 　 直 子

発 行 ・ 小 峰 書 店

働 く マ マ の 悩 み を ス ッ

キ リ 解 決

『 こ れ で 解 決 。 働 く マ

マ が 必 ず 悩 む ３ ６ の こ

と 』
著 者 ・ 毛 利 　 優 子

発 行 ・ 日 本 実 業 出 版 社
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こ
の
程
、
韓
国
尚
州
(さ
ん
じ
ゅ
)市
（
人
口
1
2
万
人
）
か
ら
、
男
女
１
４
名
を
中

心
と
し
た
宮
崎
県
郷
土
芸
能
日
韓
交
流
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
３
０
名
が
、
す
き
む

ら
ん
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
日
韓
が
相
互
に
訪
問
し
お
互
い
の
理
解
と
親
善
を
深
め
る
伝
統
あ
る

交
流
会
で
、
今
回
は
韓
国
側
か
ら
え
び
の
市
と
の
交
流
公
演
、
須
木
地
区
と
綾
の
照

葉
樹
林
の
視
察
が
主
な
目
的
で
来
日
し
、
す
き
む
ら
ん
ど
で
は
元
村
長
の
加
藤
建
夫

さ
ん
の
案
内
で
、
日
本
の
初
夏
の
大
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
加
藤
建
夫
さ
ん
か
ら
「
村
の
山
並
み
は
か
つ
て
は
綾
の
森
よ
り
は
る
か
に
ス
ケ
ー

ル
的
に
大
き
く
、
世
界
的
遺
産
ク
ラ
ス
だ
っ
た
が
、
当
時
は
山
は
伐
る
も
の
だ
と
い

う
概
念
が
強
く
、
山
は
育
て
る
も
の
だ
と
い
う
発
想
が
乏
し
か
っ
た
。
森
の
保
護
は

未
来
志
向
で
考
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
が
次
世
代
の
新
し
い
産
業
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
説
明
に
、
山
に
囲
ま
れ
た
尚
州
市
の
一
行
は
、
深
く
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

　
又
、
か
や
ぶ
き
屋
根
が
並
ぶ
か
る
か
や
で
は
、
韓
国
の
生
活
様
式
と
違
う
日
本
の

歴
史
的
建
築
に
強
い
関
心
を
み
せ
て
い
ま
し
た
が
、
湖
を
中
心
と
し
た
広
大
な
パ
ノ

ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
、
す
き
む
ら
ん
ど
の
豊
か
な
自
然
こ
そ
が
リ
ゾ
ー
ト
地
の
施
設

と
い
う
テ
ー
マ
に
も
、
一
行
は
と
て
も
気
に
入
っ
た
様
子
で
し
た
。



　

　
　
　
山
岳
部
（
山
中
智
郎
君
）

後
列
右
か
ら
二
番
目

地
元
企
業
商
品
券
（
見
本
）

　
冨
永
柚
羽
さ
ん
（
前
列
右
か
ら
四
番
目
）

重
量
挙
げ
（
河
野
真
輝
君
）

全
加
盟
店
共
通
商
品
券
（
見
本
）

（
む
ら
づ
く
り
部
会
の
皆
さ
ん
）

女
子
野
球
（
N
K
E
ド
リ
ー
ム
２
１
）

　
片
地
奏
音
さ
ん
（
後
列
右
か
ら
二
番
目
）

　
片
地
和
奏
さ
ん
（
前
列
右
か
ら
一
番
目
）

　
小
林
市
商
品
券
運
営
協
議
会
（
小
林
商
工
会
議
所
、
野
尻
町
商
工
会
、
す
き
商
工
会
）
で
は
、
小
林
市
か
ら
の
業

務
委
託
を
受
け
て
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
の
喚
起
を
図
り
、
小
林
市
の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

小
林
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
並
び
に
小
林
市
子
育
て
支
援
商
品
券
の
発
行
運
営
業
務
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
商
品
券
発
行
内
容
】

１
．
販
売
価
格
＝
1
セ
ッ
ト
（
１
枚
１
，
０
０
０
円
×
６
枚
綴
り
）
を
５
，
０
０
０
円
で
販
売

２
．
セ
ッ
ト
内
容
＝
全
加
盟
店
共
通
券
３
枚
、
地
元
企
業
専
用
券
３
枚
の
６
枚
綴
り
で
１
セ
ッ
ト

　
　
（
注
）
地
元
企
業
と
は
小
林
市
に
本
店
を
お
く
事
業
者

３
．
購
入
限
度
額
＝
商
品
券
の
販
売
は
セ
ッ
ト
単
位
で
、
１
人
あ
た
り
１
０
セ
ッ
ト
（
５
万
円
)を
限
度
と
し
ま
す
。

　
【
販
売
開
始
日
】

　
　
平
成
２
７
年
７
月
５
日
（
日
）
　
午
前
１
０
時
よ
り
販
売
開
始
！

　
【
販
売
期
間
】

４
．
常
設
販
売
所
：
平
成
２
７
年
７
月
５
日
～
売
切
れ
次
第
終
了
（
1
0
：
0
0
～
1
6
：
0
0
ま
で
）

※
す
き
商
工
会
、
野
尻
町
商
工
会
、
小
林
商
工
会
議
所

＜
７
月
５
日
の
み
販
売
＞

※
小
林
中
央
公
民
館
（
1
0
：
0
0
～
1
6
：
0
0
ま
で
）
※
小
林
商
工
会
議
所
で
は
７
月
６
日
か
ら
の
販
売

５
．
ご
利
用
有
効
期
間

　
　
平
成
２
７
年
７
月
５
日
（
日
）
～
平
成
２
７
年
１
２
月
３
１
日
（
木
）

　
　
※
有
効
期
間
後
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
ご
利
用
で
き
る
の
は
取
扱
店
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
し
て
い
る
事
業
所
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
（
市
商
品
券
運
営
協
議
会
：
２
３
-４
１
２
１
）
（
商
工
観
光
課
：
２
３
-１
１
７
４
）

　
　
須
木
地
域
協
議
会
で
は
、
毎
月
１
回
、
須
木
地
区
の
事
業
に
関
す
る
こ
と
や
、
須
木
地
区
の
活
性
化
な
ど
を
協
議

　
す
る
「
地
域
協
議
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
５
月
２
５
日
に
行
わ
れ
た
地
域
協
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介

　
い
た
し
ま
す
。

　
【
５
月
２
５
日
（
月
）
開
催
】

（
１
）
内
山
保
育
園
の
閉
園
に
つ
い
て
（
子
育
て
支
援
課
）

　
閉
園
に
つ
い
て
内
山
地
区
総
会
で
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し

　
た
。

（
２
）
須
木
地
域
自
治
区
設
置
期
間
満
了
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
（
市
長
説
明
）

　
　
「
議
会
で
請
願
書
が
承
認
さ
れ
た
が
地
方
自
治
法
2
0
2
条
の
自
治
区
の
設
置
は
不
可
能
で
あ
り
、
今
後
ど
う
す
る

　
か
議
会
と
詰
め
て
い
き
た
い
。
住
所
表
記
は
表
記
上
現
状
の
ま
ま
で
い
き
、
総
合
支
所
は
そ
の
ま
ま
の
機
能
で
引
き

　
続
き
設
置
す
る
。
地
域
活
性
化
交
付
金
は
地
域
自
治
区
が
残
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
残
る
が
、
地
域
自
治
区
が
期
間
満
了

　
に
な
っ
た
場
合
は
、
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
今
後
は
き
ず
な
協
働
体
が
地
域
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し

　
て
実
施
し
て
い
く
。
地
域
創
生
で
は
小
林
市
全
体
の
戦
略
を
練
る
必
要
が
あ
る
。
今
年
度
い
ろ
ん
な
団
体
と
の
意
見

　
を
集
約
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
３
）
小
林
市
地
域
公
共
交
通
会
議
・
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
岩
元
譲
会
長
を
推
薦
す
る
こ
と
が
安
竹
茂
見
副
会
長
よ
り
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ

　
ま
し
た
。

（
４
）
須
木
診
療
所
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
（
住
民
生
活
課
）

　
　
６
月
議
会
に
須
木
診
療
所
の
拡
幅
工
事
の
予
算
に
つ
い
て
提
出
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
５
）
す
き
む
ら
づ
く
り
協
議
会
総
会
に
つ
い
て
（
事
務
局
）

　
　
５
月
１
７
日
に
実
施
さ
れ
た
す
き
む
ら
づ
く
り
協
議
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
内
容
・
予
算
・
決
算
に
つ
い
て

　
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
後
も
、
須
木
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域

　
振
興
課
（
℡
４
８
－
３
１
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
(す
き
商
工
会
長
　
就
任
の
あ
い
さ
つ
)

　
日
頃
よ
り
、
す
き
商
工
会
事
業
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
格
段
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
２
７
年
５
月
１
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
５
回
す
き
商

工
会
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光

栄
で
あ
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
歴
代
会
長
さ
ん
が
積
極
的
な
運
営
を
推
進
さ
れ
、
今
日
を
築

い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
業
績
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
更
に
基
盤
の

強
化
に
向
け
前
向
き
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
商
工
会
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
り
、
ま
ず
地
域
社
会
が
あ

り
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
我
々
商
工
業
者
が
生
か
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
商

工
業
者
の
会
員
に
よ
っ
て
商
工
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
必
要

で
す
。
会
員
も
、
職
員
も
ま
た
地
域
社
会
の
た
め
に
在
る
と
い
う
感
覚
を

持
ち
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
な
り
得
る
組
織
と
な
る
こ
と
に
よ
り
商
工

会
自
体
が
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆
様
の
事
業
の
繁
栄
に
も
つ

な
が
っ
て
行
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
の
移
り
変
わ
り
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
変
化
に
合
わ
せ
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
そ

の
地
域
の
環
境
の
変
化
と
と
も
に
進
化
し
て
、
次
の
時
代
に
存
続
し
繁
栄

で
き
ま
す
よ
う
に
、
役
職
員
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
先
日
行
わ
れ
た
、
宮
崎
県
高
校
総
体
で
小
林
高
校
３
年
の
河
野
真
輝
君
（
重
量

挙
げ
）
、
山
中
智
郎
君
（
山
岳
）
が
見
事
に
優
勝
し
、
８
月
に
滋
賀
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
林
、
え
び
の
・
高
原
の
選
抜
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
る
N
K
E
女
子
野
球

で
、
須
木
小
の
片
地
奏
音
さ
ん
（
５
年
）
、
冨
永
柚
羽
さ
ん
（
４
年
）
、
片
地
和

奏
さ
ん
（
３
年
）
が
県
大
会
で
優
勝
し
、
８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
N
P
B
ガ
ー

ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
平
成
２
７
年
６
月
６
日
（
土
）
に
国

道
２
６
５
号
線
麓
バ
ス
停
付
近
の
植
栽

帯
で
、
民
生
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

中
心
と
し
た
、
す
き
む
ら
づ
く
り
協
議

会
む
ら
づ
く
り
部
会
に
よ
る
花
の
植
栽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

夏
に
向
け
て
の
花
が
鮮
や
か
に
植
栽
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
部
会
の
皆
さ

ん
で
管
理
を
行
い
、
季
節
の
花
の
植
栽

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
須
木
駐
在
所
の
櫻
田
所

長
も
手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
り
、
空
き

巣
や
一
人
暮
ら
し
の
見
回
り
に
に
つ
い

て
防
犯
啓
発
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　


